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11 −１	 世界の地震活動（2015 年 11 月～ 2016 年 4 月）
	 Seismic	Activity	in	the	World	(November	2015	–	April	2016)

気象庁
Japan Meteorological Agency

　今期間，世界でM6.0以上の地震は 77回，M7.0以上の地震は 11回発生した（日本及びその周
辺は気象庁，そのほかの地域は米国地質調査所 [USGS]による）．このうち最大のものは，2016年
3月 2日（日本時間）にインドネシア，スマトラ南西方で発生したMw7.8の地震及び 2016年 4月
17日（日本時間）にエクアドル沿岸で発生したMw7.8の地震であった．
　2015年 11月～ 2016年 4月のM6.0以上の地震の震央分布を第 1図 (a)及び (b)に示す．
　主な地震活動は以下のとおりである．特段の断りがない限り，Mw及び発震機構（CMT解）は
気象庁に，そのほかの震源要素は USGSによる．また，時刻は日本時間である．

　（1）ペルー・ブラジル国境の地震（Mw7.5，第 3図 (a)～ (c)）
　 　2015年 11月 25日 07時 45分に，ペルー・ブラジル国境の深さ 601 kmでMw7.5の地震が発
生した．また，同日 07時 50分にほぼ同じ場所で，同規模の地震が発生しており，これらの地震
は南米プレートの下に沈み込むナスカプレート内部で発生した．07時 45分に発生した地震の発
震機構（CMT解）は，ナスカプレートが沈み込む方向に圧力軸を持つ型である．

　（2）インドネシア，スマトラ南西方の地震（Mw7.8，第 8図 (a)～ (d)）
　 　2016年 3月 2日 21時 49分に，インドネシア，スマトラ南西方の深さ 24 kmでMw7.8の地震
が発生した．この地震は，ユーラシアプレートの下に沈み込む前のインド・オーストラリアプレ
ート内部で発生した．発震機構（CMT解）は，北東－南西方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で
ある．この地震により，オーストラリアのココス諸島，クリスマス島で微弱な津波が観測された．
今回の地震の震央周辺では，2004年 12月 26日にMw9.1のインドネシア，スマトラ島北部西方
沖の地震が発生しており，それ以降，M7.0以上の地震や被害が生じた地震が時々発生している．
今回の地震は，海溝軸の外側で発生しており，プレート境界で発生したMw9.1のインドネシア，
スマトラ島北部西方沖の地震の一連の活動とは異なる．

　（3）エクアドル沿岸の地震（Mw7.8，第 10図 (a)～ (d)）
　 　2016年 4月 17日 08時 58分に，エクアドル沿岸の深さ 21 kmでMw7.8の地震が発生した．こ
の地震は，発震機構（CMT解）が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，ナスカプレートと南米プ
レートの境界で発生した．この地震により，エクアドルのリベルタッドで微弱な津波を観測した．

　（4）その他の地震活動
     地震の　震源の　　 地震の
　発生年月日 　震央地名  規模　　深さ (km) 発生場所
　2015年
　　11月 19日 　ソロモン諸島 Mw6.8　13 ｲﾝﾄﾞ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾌﾟﾚｰﾄと太平洋ﾌﾟﾚｰﾄの境界付近
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          　　（第 2図 (a)，(b)）
　　12月 5日 　南東インド洋海嶺 Mw7.1　35 南極プレート内 　　（第 4図 (a)～ (c)）
　　12月 7日 　タジキスタン　 Mw7.2　22 ユーラシアプレート内 　　（第 5図 (a)，(b)）
　2016年
　　1月 24日 　米国、ｱﾗｽｶ州南部 Mw7.1　129 太平洋プレート内 　　（第 6図 (a)～ (c)）
　　1月 30日 　ﾛｼｱ，ｶﾑﾁｬﾂｶ半島 Mw7.2　177 太平洋プレート内 　　（第 7図 (a)～ (c)）
　　4月 3日 　バヌアツ諸島 Mw6.9　26 ｲﾝﾄﾞ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾌﾟﾚｰﾄと太平洋ﾌﾟﾚｰﾄの境界付近
          　　（第 9図 (a)，(b)）
　　4月 29日 　バヌアツ諸島 Mw7.0　27 ｲﾝﾄﾞ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾌﾟﾚｰﾄと太平洋ﾌﾟﾚｰﾄの境界付近
          　　（第 9図 (a)，(c)）
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第 1図 (a)　世界の地震活動（2015年 11月～ 2016年 1月，M≧ 6.0，深さ≦ 700km）
Fig.1(a)　Seismic activity in the World (November 2015 – January 2016, M≧ 6.0, depth≦ 700 km).

第 1図 (b)　つづき（2016年 2月～ 4月，M≧ 6.0，深さ≦ 700km）
Fig.1 (b)　Continued (February – April 2016, M≧ 6.0, depth≦ 700 km).
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第 2図 (a)　2015年 11月 19日 ソロモン諸島の地震（Mw6.8）
Fig.2 (a)　The earthquake in the Solomon islands (Mw6.8) on November 19, 2015.
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第 2図 (b)　発震機構解析
Fig.2 (b)　Moment tensor solution.
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第 3図 (a)　2015年 11月 25日 ペルー／ブラジル国境の地震（Mw7.5）
Fig.3 (a)　The earthquake in the Peru-Brazil border region (Mw7.5) on November 25, 2015.
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第 3図 (b)　発震機構解析
Fig.3 (b)　Moment tensor solution.
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第 3図 (c)　遠地実体波による震源過程解析
Fig.3 (c)　Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave.
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第 4図 (a)　2015年 12月 5日 南東インド洋海嶺の地震（Mw7.1）
Fig.4 (a)　The earthquake in Southeast Indian Ridge (Mw7.1) on December 5, 2015.
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第 4図 (b)　発震機構解析
Fig.4 (b)　Moment tensor solution.
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第 4図 (c)　遠地実体波による震源過程解析
Fig.4 (c)　Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave.
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第 5図 (a)　2015年 12月 7日 タジキスタンの地震（Mw7.2）
Fig.5 (a)　The earthquake in Tajikistan (Mw7.2) on December 7, 2015.
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第 5図 (b)　発震機構解析
Fig.5 (b)　Moment tensor solution.
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第 6図 (a)　2016年 1月 24日 米国，アラスカ州南部（Mw7.1）
Fig.6 (a)　The earthquake in Southern Alaska, United States (Mw7.1) on January 24, 2016.
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第 6図 (b)　発震機構解析
Fig.6 (b)　Moment tensor solution.
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第 6図 (c)　遠地実体波による震源過程解析
Fig.6 (c)　Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave.
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第 7図 (a)　2016年 1月 30日 ロシア，カムチャツカ半島の地震（Mw7.2）
Fig.7 (a)　The earthquake in Kamchatka Peninsula, Russia (Mw7.2) on January 30, 2016.
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第 7図 (b)　発震機構解析
Fig.7 (b)　Moment tensor solution.
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第 7図 (c)　遠地実体波による震源過程解析
Fig.7 (c)　Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave.
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第 8図 (a)　2016年 3月 2日 インドネシア，スマトラ南西方の地震（Mw7.8）
Fig.8 (a)　The earthquake in Southwest of Sumatera, Indonesia (Mw7.8) on March 2, 2016.
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第 8図 (b)　発震機構解析
Fig.8 (b)　Moment tensor solution.



－ 442－

第 8図 (c)　遠地実体波による震源過程解析
Fig.8 (c)　Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave.
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第 8図 (d)　体積ひずみ計の記録から推定されるMw
Fig.8 (d)　The moment magnitude estimated from data of the borehole volume strainmeters.
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第 9図 (a)　2016年 4月 3日，29日 バヌアツ諸島の地震（Mw6.9，Mw7.0）
Fig.9 (a)　The earthquakes in the Vanuatu islands (Mw6.9, Mw7.0) on April 3 and 29, 2016.
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第 9図 (b)　発震機構解析（4月 3日の地震）
Fig.9 (b)　Moment tensor solution (The earthquake on April 3).

第 9図 (c)　発震機構解析（4月 29日の地震）
Fig.9 (c)　Moment tensor solution (The earthquake on April 29).
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第 10図 (a)　2016年 4月 17日 エクアドル沿岸の地震（Mw7.8）
Fig.10 (a)　The earthquake of Near Coast of Ecuador (Mw7.8) on April 17, 2016.
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第 10図 (b)　過去の地震活動
Fig.10 (b)　Seismic activity of the past.
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第 10図 (c)　発震機構解析
Fig.10 (c)　Moment tensor solution.
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第 10図 (d)　体積ひずみ計の記録から推定されるMw
Fig.10 (d)　The moment magnitude estimated from data of the borehole volume strainmeters.
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